
水泳指導

21日(木)から水泳指導が始まります。

水泳がある日は準備物の確認をお願いし

ます。子どもの体調管理にも気をつけて、

常に担任との連絡を密にしてください。

７月の主な予定

２日（月）朝会 委員会活動

５日（木）代表委員会

９日（月）クラブ活動

18日（水）給食最終日

20日（金）終業式

＝ ご注意ください ＝

●今年は、６月２１日が夏至にあたります。１年間の中

で、昼の長さが一番長い日です。子どもたちにとっては

遅くまで外で遊びたい時期です。しかし、ご家庭での帰

宅時刻の約束をきちんと守って、事故にあったり、けが

をしたりしないよう気をつけていただきたいと思いま

す。

●もうすぐ梅雨の時期です。ここ数年

台風時期の９月だけでなく、梅雨の時

期にも豪雨になる傾向が見られます。

４月に非常変災時のお知らせを配布

しています。今一度ご確認ください。

また、手紙は、すぐに見れるよう目の

届く場所に掲示しておいてください。

いよいよ体育大会です
校長 藤井 健三郎

６月になりました。木の葉の色が濃い緑色に変わり、夏本番間近を感じさせる気温の高い日が続いてい

ます。６月は旧暦で｢水無月－みなづき－｣といいます。いろいろな解釈があるようですが、今月は梅雨に

入り湿っぽい天気が続くと思われます。体調管理に気をつけて元気に過ごしたいものです。

さて、明日、６月２日（土）は、いよいよ体育大会です。今年度は、校舎増築の工事の影響で、観覧席

がない、昼食を子どもといっしょに食べることができない、プログラムを精選する等、保護者の方にはご

迷惑をおかけします。ご理解とご協力をお願いいたします。

５月７日（月）の朝会で、子どもたちに体育大会のお話をしました。「体育大会は体を動かすので、体

が鍛えられる。また、それだけでなく、心も成長させることができる。去年の自分や練習の時の自分と比

べてがんばれたと思えた時、がんばるお友だちを応援できた時、みんなでひとつの演技に一生懸命取り組

んだ時、心も成長する」という内容です。明日の体育大会は是非お出でください。温かいご声援をいただ

ければ子どもたちはよりがんばれます。そして、家に帰ってから、それぞれのがんばりをほめていただき、

心の成長についてもお話をしていただければと思います。

■よろしくお願いします

５月１６日(水)の平成３０年度ＰＴＡ総会にて、新体制が承認されました。和泉会長をはじめ、新役員

及び各委員の皆様、大変ご多忙にもかかわらず、子どもたちのために役をお引き受けくださいまして本当

にありがとうございます。いじめ問題や不登校問題等、社会全体に課題が山積されている中で、これから

の教育は、学校・家庭・地域が相互に連携しつつ、社会全体で取り組むことが不可欠です。一年間よろし

くお願いいたします。また、旧役員・委員の皆様、昨年度は大変お世話になりました。ありがとうござい

ました。

■校舎増築工事の様子

４月１１日(水)から始まった校舎増築工事ですが、

順調に進んでいます。

重機が入り、築山の土は運び出され、平らになりま

した。そして、杭打ちの作業が始まりした。

工事の音が教室まで聞こえてきますが、子どもたち

は、それでも授業に集中しています。また、体育大会

の練習も狭くなった運動場で一生懸命やっています。
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６月行事予定

２日（土）体育大会

３日（日）体育大会予備日

４日（月）代休日

５日（火）なかよしお弁当

８日（金）地区児童会

非常変災一斉下校

11日（月）委員会活動

12日（火）社会見学（３年）

歯科検診（１年）

13日（水）歯科健診（３，６年）

14日（木）代表委員会

歯科検診（４年）

18日（月）朝会 クラブ活動

19日（火）プール清掃（職員、６年）

耳鼻科検診（１，２年）

20日（水）環境体験学習（３年・藻川）

21日（木）引き渡し訓練

水泳指導開始

歯科検診（５年、うしお）

25日（月）児童集会（お店紹介）

29日（金）潮小カーニバル

オープンスクール 懇談

６月の生活目標

ろう下やかいだんは、

右側をしずかに歩こう

＝ 引き渡し訓練にご参加ください ＝

災害は、いつ、どこで、どんな時に起こるかわかりません。５月には、全校で、火災発生を想定し

た避難訓練を実施しました。６月８日（金）には、地区児童会及び非常変災一斉下校を予定してしま

す。また、６月２１日（木）には、引き渡し訓練を予定しています。災害発生時に、お子様を確実に

保護者の皆様に引き渡す大切な訓練です。お忙しいとは存じますが、ご参加ください。そして、いざ

という時に、ご家族一人ひとりが自分自身の命を守ることができるよう、今一度、災害時の対応につ

いて、ご家族で話し合う機会をもっていただきたいと思います。


